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研究会等報告

SPring-8歴はかれこれ3年になりますが、本シン

ポジウムへの参加は初めてでした。そんな立場から

感じたことや、材料の分析手段として放射光を使っ

ている者としての感想などを、やはり初めての訪問

でした広島の印象も交えながら簡単に述べさせてい

ただきます。

1．広島大学
広島市中心は、林立するテナントビルの谷間を数

珠つなぎになった路面電車が行き交い、その脇を自

動車の列がすり抜けるというにぎやかさで、我々が

車で通りかかったのがちょうど帰宅ラッシュ時間帯

であったとは言え、その光景は一地方都市に抱いて

いた私の印象をすっかり変えた。路面電車の軌道敷

内を突っ走るタクシーに驚き、道路上の信号機には

初めて見る「赤い×印」などあって、赤は行っては

いけないという否定であるからして、それをさら

に×印で否定している2重否定とも思える意味のわ

からない信号の要求していたところは未だ私には不

明なのであるが、初めて来る土地での発見は楽しか

った。

広島大学は、かつてはこの広島市内に本部を置い

ていたそうであるが、広島市から東方へ30㎞ほどの

東広島市西条に順次移転を行い、数年前に完了。広

大な広大新キャンパスは広島湾に面した広島市内と

はおよそ風情の異なる山中にあり、後述するように

特定の気象条件ではなかなか手ごわそうなところな

のであったが、しかし、そこはさすがに広島大学、

すぐ近くにはにぎやかな商店街があり、外出しても

昼ご飯に困るようなことは一向になく不便さは感じ

られなかった。

2．2日目
会場の理学部は中央口から入ってわりとすぐのと

ころにあり、広い構内で迷ったりすることなく、難

なくたどり着くことができた。建物に入って正面の

階段を上がると受付があって、その周辺には、常設

展示として日本国内の放射光施設の現状が、各々ポ

スターにまとめられていた。それらのなかには、計

画段階の放射光施設についてのものが数件あって、

そんなにたくさん計画があるとは知らなかったので

驚いた。今後、放射光利用研究・技術はそれほど特

殊なものではなくなり、産業利用も広がっていくこ

とであろう。新しい光源としてFELの開発も進んで

いると聞いた。現在放射光施設を利用できることを、

漠然と特権的に感じていたが、その特権が「特権」

でなくなる日も近いかもしれない。今何ができるの

か、改めて考えていかなければと思った。

午後、3会場に分かれてのポスターセッションが

行われた。ポスター会場は、反対側のパネルとの間

のスペースが2mくらいあって、決して狭くはなか

ったが、オーラル発表のプログラムも途切れたピー

ク時にはポスター前の人だかりが膨れ上がって、少

なくともＸ線回折・散乱の会場（教室）では、通路

を実際通行できないほどになっていた。オーラル発

表の時間とポスター発表のコア時間が完全に分けら

れていたことが、ポスター会場へ足を運ぶ人の数を

増やしたことは明らかで、発表する側にとってはう

れしい盛況ぶりであった。私個人は、遷移金属の化

学状態と蛍光Ｘ線スペクトルのプロファイル形状に

関するポスター発表を行ったのであるが、同様の測

定を試みている方がさっそくいらっしゃって、スペ

クトルの起源などかなり突っ込んだ議論を交わして

くださった。このような良い機会を得ることができ
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たことは、普段よく出席する材料系の会議とは違っ

て、本シンポジウムが放射光の専門的会議であるか

らこそのメリットだと感じた。

この日、これほどまでに人口密度が高くなっても、

教室内の温度は低く、設けられた石油ストーブの周

りにも人の輪ができたほどで、ポスター前の熱気と

ストーブからの熱線との勝負はもちろんポスター優

勢であったろうが、寒さに震える人は少なくなかっ

たようだ。冷気の洗礼を受けて温暖な瀬戸内のイメ

ージはすっ飛んでしまったが、この日は全国的に大

寒波に覆われていたのだそうである。そうして、や

がて雪を降らせる雲が山陽地方を包み込んだのだった。

3．最終日
前日の天気予報は、この日にかけてかなりの確率

で雪が降ることを告げていた。宿をとっていた広島

市内では、夜にはぼた雪も舞い始めた。大学は山の

方にある。シンポジウムは無事に行われるのだろう

か。翌朝、あたり一面の銀世界、と思いきや雪は積

もっていなかった。輝かしい朝日が海から昇り、近

くの山々の雪化粧を照らし出していた。しかし、こ

れで安心することはできなかった。広島市内より東

広島へ車で向かう道中、山方面から来たと思われる

対向車の屋根には10cm以上の雪が積もっていた。

大学周辺はアップダウンもそれなりにある。たどり

着けなかったらどうしようか…。結果的には、道路

上の雪も意外と早く融け去って事なきを得た。（た

だ、我々の旅行中の雪との戦いはこれで終わりでは

なかったのだが。）

さて、シンポジウムのほうであるが、オーラル会

場にはたくさんの聴衆がいらっしゃって、雪の影響

は微塵も感じられなかった。人類の生み出した光、

放射光が雪なんぞに負けるわけがなかった。発表さ

れる方、それに対して質問される方の中には、ビー

ムラインで拝見したことのあるお顔をいくつも見か

けることができた。日常的に顔をよく合わせるよう

な間柄であっても、会議のような場で改めて議論を

交わすのも意義のあることなのだろう。それに比べ

て、私のような新参者にとっては見ること聞くこと

新しくいろいろ勉強になることが多かった。普段、

光が出てくるのを当然のように思って、それをただ

使わせてもらっているだけであるが、光源系のこと

をもう少し意識することができるようになったし、

ほとんど使ったことのない高エネルギー領域または

低エネルギー領域での話は、私にとっては新鮮で、

また、逆に使い慣れたシステムを改めて見直してみ

るきっかけとなった。多くの発表の中でも、新しい

分析手法の発表などは、特に基本的原理に基づくア

イデアによるようなものや、旧来の手法をうまくア

レンジしたものにはたいへん感心し、刺激的であった。

ところで、共同研究者のオーラル発表では液晶プ

ロジェクタを使用した。動画を映し出せるという点

がOHPとの最も大きな相違点であるが、シートと

いう媒体に落とす必要がないので、手間が減って修

正も容易、像は鮮明、シート代もカットできるとい

うメリットがある。発表の際にシートを繰り出す煩

わしさがないという点も大きい。会議によってはま

だまだ認めてくれないところも多いが、この液晶プ

ロジェクタを用意してもらえたことは大変有難かっ

た。主催者側の柔軟な対応に感謝している。

4．おわりに
今回、初めて参加したシンポジウムは、やはり初

めての広島と合わせて新鮮な印象でした。経験が浅

いゆえの弁なのですが、そうでなくても、ずっと新

鮮に感じられるようなシンポジウムであってほしい

と思います。具体的な研究発表の内容等にも触れま

せんでしたし、道中記のような、やや報告らしくな

い内容になってしまいましたが、参加されていない

方々にも雰囲気が伝わればと思いました。
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